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１． 目的 

ダム堤体による土砂移動が扞止されることで、ダム下流域では流下土砂量が減少し、河

床低下に伴う瀬・淵構造の消失（例.広範に渡る平瀬化）や河床材料の粗粒化が懸念されて

いる。これら河川環境の変化は、ダム下流域の生態系に影響を及ぼすものと考えられてい

るが、既存研究の多くは、ダム直下で生じる変化に焦点をあてたものであり、ダムによる

土砂流送の変化が、ダム直下から下流方向にどの程度まで影響を及ぼすのかについての知

見は少ない。そのため、ダムによる影響の空間的な広がりについて言及することが困難で

ある。そこで本研究では、ダムによる土砂流送の扞止の影響が、下流方向にどの程度まで

広がっているかについて、瀬・淵構造の変化と河床材料の粒径分布の変化から明らかにす

ることを目的とする。 

 

２． 方法 

1950年代から2000年代に竣工されたダムを対象に、Google Mapsなどで公開されている衛

星・航空写真を用い、全国のダムを対象に下流域における瀬・淵構造（平瀬・早瀬・淵）

を画像解析からの読み取り行った。認識された瀬・淵構造と、現地での状況との対応を確

認し、ダム下流における瀬・淵構造の変化について解析を行った。また、中部・関西・関

東地方のダムを対象に、河床材料の粒径分布を調査し、ダムからの距離との関係性（流程

変化）を解析した。 
 
３． 成果 

衛星・航空写真からの判別を行ったところ、明確な瀬と淵については正答率が高く、認

識可能であると考えられた。特に早瀬の正答率が高く、淵については平瀬と誤答すること

があった。ダム下流域では、ダム上流域に比べて早瀬の割合が減少し、淵の割合が増加し

ていた。これは、ダム下流域では、明確な瀬・淵構造が消失し、平瀬と淵が広範に広がる

単調な構造に変化していることが示唆された。一方、河床材料の調査の結果、ダム上流に

比べてダム下流域では、砂や小礫が欠乏していることが明らかとなった。瀬・淵構造およ

び河床材料の変化はどちらも、サイズの大きな支流が流入するまでは大きな流程変化を示

すことはなく、このことは大きな支流が流入することで、ダムによる影響が大きく緩和さ

れることを示唆するものであった。 

 
４． 今後の展望 

本研究より、ダム下流における瀬・淵構造の消失や河床材料の粗粒化は、規模の大きな

支流が流入することで緩和されることが示唆された。国内に存在するダムの多くは、山間

部に存在するため、ダム下流から近距離で支流が流入する場合が多い。そのため、瀬・淵

構造や河床材料の明瞭な変化は、範囲が限定されていることが多いが、このような局所的

な環境の大きな変化が、周辺の生態系にどのような影響を及ぼすのかについて検証を進め

るべきであろう。 


